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空間デザイン 1 コンテンツ

ショウウィンドウ
幅 120cm* 高さ 90cm* 奥行き 40cm
　
　佐原の地産地消に関する商品の紹
介を行う。重伝建地区の観光だけに
頼らない新しい佐原の商品について
発信する。
　また、上の面には観光客が荷物を
持ち替えたりするのに使えるテーブ
ルのような機能を果たす。

地上機（変圧器）
幅 120cm* 高さ 90cm* 奥行き 40cm

　電線地中化に伴う地上機を木質の箱に入れ収
める。隣のショウウィンドウと同じ高さにする
ことで上の面を一体的に使うことができる。

公衆電話
　学区の広い佐原小学校では、児童が車による送り迎えを利用
していることも多く、児童が電話を利用して待ち合わせを行っ
ているという。

佐原マップ
　観光客が目的の場所を探したり、まだ行ったことのない場
所について知ることができる。他の場所に置かれているマッ
プの位置を示し、そのマップとデザインを統一することで回
遊性向上にも繋がる。
　マップの横には佐原の口コミ情報を観光客や地元の人が貼
ることができるスペースを設ける。

忠敬橋の歴史紹介
　火の見櫓やトイレが設置されてい
た歴史や、協橋建造の物語を紹介す
る。歴史のどの部分が現在の空間と
どのように繋がっているかを伝える
ことで、佐原への理解が深まる。

火の見櫓に歩行者用信号と
カメラの機能を埋め込む

公衆電話、変圧器、
情報機能を含める

建物の移動により、
妻側から見た形を残すことが可能に

ジャージャー橋、石尊山が

見える景観を妨げない

「建物」の形が見える

一方通行化

橋の袂がすっきり

見える

凡例

自動車動線

観光客の動線

視点と視線

小学生の動線

壁面等から4mの線

現状で占める部分

約 4m北へ

滞留空間
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観光マップ

重要伝統的
建造物群保存地区

飲食店

伝統的建造物

あああああああああああああああ

あああああああああああああああ
あああああああああああああああ

あああああああああああああああ
あああああああああああああああ

あああああああああああああああ
あああああああああああああああ

ああああああああああああああ

10

1800

1700

2250

1800

企画：東京大学 都市デザイン研究室 佐原プロジェクトチーム

さわら昭和の記憶とくらし

「さ わ ら 昭 和 の 記 憶 と く ら し 展 」へ よ う こ そ ！

展 示 内 容

昭和の佐原を
振り返る
歴史年表

地元の人の証言で
佐原を振り返る
聞書き地図

パネル展示
住宅地図から見る
商業の変遷

パネル展示
小野川の歴史

パネル展示
小野川を
考える提案

古写真から見る
昭和の佐原

佐原の商業を語るうえで欠かせない存在で

ある小野川に着目し、舟運で栄えた歴史と

観光地として賑わう現況を紹介します。

香取街道沿いを中心として、千葉県でも有数

の商業都市として栄えた佐原の歴史を古写真

から振り返るスライドショーです。

地元住民の方に伺った昭和初期から後期に

かけてのまちの様子・生活の記憶を1枚の

地図上にまとめました。

1970年代から現在までの佐原の住宅地図を

見比べて、商業の移り変わりと時代ごとの

特色を紹介します。

「地域に根付いた小野川」をコンセプトに

これからの沿川の活用方法・機能について

2つの提案を行います。

1

佐原の商業を語るうえで欠かせない存在で

4

オデオン座オデオン座オデオン座オデオン座

佐原演芸館佐原演芸館佐原演芸館

サカモト座サカモト座サカモト座

元・荘厳寺元・荘厳寺元・荘厳寺

旧役所旧役所旧役所旧役所旧役所旧役所

木内旅館木内旅館木内旅館木内旅館

松川屋松川屋

昔の花街

銀座通り
昭和3,40 年代には昭和 3,40 年代には
とても賑わった通りで、とても賑わった通りで、
仮装パレードが開かれたり仮装パレードが開かれたり
もしていました。もしていました。

与倉屋倉庫与倉屋倉庫 小野川の終着点小野川の終着点小野川の終着点

昔の花街
深澤旅館深澤旅館深澤旅館深澤旅館深澤旅館

元・お寺元・お寺

新道・学校橋新道・学校橋新道・学校橋新道・学校橋

小野川小野川

香取街道香取街道

茶花通り茶花通り
呑み屋さんで賑わっていた路地です。

　オート三輪「みずしま」　オート三輪「みずしま」

木材商亀村木材商亀村

小倉材木店小倉材木店
材木置場材木置場

農家の牛たち ...農家の牛たち ...農家の牛たち ...農家の牛たち ...農家の牛たち ...

正上醤油醸造所正上醤油醸造所正上醤油醸造所正上醤油醸造所

佐原小学校

銭湯の煙突が残ってます！

今の裁判所の場所です。今の裁判所の場所です。

今も名残が感じられます。今も名残が感じられます。

兜印醤油醸造所兜印醤油醸造所兜印醤油醸造所兜印醤油醸造所

旅館の裏門が残ってます！旅館の裏門が残ってます！旅館の裏門が残ってます！

佐原の諏訪上に移転しました。佐原の諏訪上に移転しました。

この辺りは全部お墓だったな ...この辺りは全部お墓だったな ...

小野川沿いには材木屋が小野川沿いには材木屋が

たくさんありました。

石尊山からみえる与倉屋倉庫石尊山からみえる与倉屋倉庫

昭和 20 年頃は皆オート三輪を使ってましたよ。
「みずしま」が人気で…私も欲しかったなあ。

横宿通り横宿通り

今も残っている、パブやスナック

のたくさん入っている建物です。

新宿側の香取街道の光景新宿側の香取街道の光景

ポンポン船ポンポン船

いわゆるストリップ劇場ですね。
成田からもお客がやってきていたよ。

私が子供の頃なんかは、香取街道を
牛があるいてましたね。牛があるいてましたね。

この道も含めて全部正上さんの工場だったよこの道も含めて全部正上さんの工場だったよ

家が建ってたのは小野川沿いとか…部分的でしたね。家が建ってたのは小野川沿いとか…部分的でしたね。

忠敬橋忠敬橋忠敬橋忠敬橋

小倉材木店小倉材木店小倉材木店小倉材木店小倉材木店

大雨で小野川が溢れかえったりもありましたね。大雨で小野川が溢れかえったりもありましたね。大雨で小野川が溢れかえったりもありましたね。大雨で小野川が溢れかえったりもありましたね。
水門ができてからそういうことはなくなりました。水門ができてからそういうことはなくなりました。

ダイボシ醤油
ダイボシ醤油は佐原で 1,2 を争う大きな醤油

醸造所でした。

佐原は香取街道と小野川という十字の軸に沿って発展したまちです。小野川沿いの道は、河岸通りと呼ばれました。佐原は香取街道と小野川という十字の軸に沿って発展したまちです。小野川沿いの道は、河岸通りと呼ばれました。

小倉橋小倉橋小倉橋小倉橋
いまの共栄橋は、昔は小倉橋と呼ばれていました。いまの共栄橋は、昔は小倉橋と呼ばれていました。いまの共栄橋は、昔は小倉橋と呼ばれていました。

材木屋を営む小倉さんが橋の向こうの店舗と材木置場を材木屋を営む小倉さんが橋の向こうの店舗と材木置場を材木屋を営む小倉さんが橋の向こうの店舗と材木置場を

結ぶために架けた私有の橋だからです。結ぶために架けた私有の橋だからです。

観音堂観音堂
下仲町の観音堂です。集会所と、近くにあった下仲町の観音堂です。集会所と、近くにあった

観音様を祀る場所とを兼ねています。観音様を祀る場所とを兼ねています。

線路の北側

奈良屋呉服店

今もあるとても大きな蔵です！

乾繭工場

昭和の初め頃には、佐原には３つの映昭和の初め頃には、佐原には３つの映

画館がありました。オデオン座、サカ画館がありました。オデオン座、サカ

モト座、松川屋です。それも、各映画モト座、松川屋です。それも、各映画

館の間の距離は 200m足らず ... そんな館の間の距離は 200m足らず ... そんな

狭い範囲に３つも映画館があるくらい、狭い範囲に３つも映画館があるくらい、

とても賑わったまちでした。とても賑わったまちでした。

柏屋もなか店

今でも佐原土産として人気です！今でも佐原土産として人気です！

奈良屋呉服店は京都に本店がある大き

な呉服屋さんです。茨城からも奈良屋

に来るために人がやってきました。

15年程前まで、佐原駅の近くに15年程前まで、佐原駅の近くに

は大きな乾繭工場がありました。は大きな乾繭工場がありました。

工場の大きな煙突は、佐原のラン工場の大きな煙突は、佐原のラン

ドマークともなっていました。ドマークともなっていました。

「ダイボシの角」という言い方は、今でも通じ

ます。ちなみにダイボシの角では、国民的ア

イドル AKBの楽曲「運命の十字路」の PVが

撮影されました！

現在ある観音堂も、小さい建物なのに、トイレ・現在ある観音堂も、小さい建物なのに、トイレ・

台所のついた生活可能な場所になっています。台所のついた生活可能な場所になっています。

屋上からは佐原のまちが見渡せてね、
こどもたちがよく登っていましたよ。

昭和の中頃だったらね、昭和の中頃だったらね、
横宿のあたりが一番賑わってたね。横宿のあたりが一番賑わってたね。

昭和の中頃までは、
独り者の男を数年後とに交代して住まわせて、
管理かなんかをやってもらっていたなあ。

昭和の初めにオープンしたもなか屋さ昭和の初めにオープンしたもなか屋さ

んは、いつも行列を作っていました。んは、いつも行列を作っていました。

JR（当時の国鉄）の線路より北JR（当時の国鉄）の線路より北

側には、昔は田んぼが大きく広側には、昔は田んぼが大きく広

がっていました。

与倉屋さんのあたりが小野川の与倉屋さんのあたりが小野川の
終着点という感じでしたね。終着点という感じでしたね。
船もみんな与倉屋さんあたりで船もみんな与倉屋さんあたりで
引き返していました。引き返していました。

深澤旅館深澤旅館深澤旅館深澤旅館深澤旅館深澤旅館深澤旅館深澤旅館

香取街道

出典：『ふるさとの想い出写真集』出典：『ふるさとの想い出写真集』

　　　『写真集  利根川高瀬舟』　　　『写真集  利根川高瀬舟』

　　　『市制 40年の歩み佐原あの日あの時』　　　『市制 40年の歩み佐原あの日あの時』

　　　『町並み資料集成』　　　『町並み資料集成』

記憶の中の話、個人的な想い出など

凡例： お話いただいた中で、資料で確認できた話お話いただいた中で、資料で確認できた話

ダイボシ醤油
ダイボシ醤油は佐原で 1,2 を争う大きな醤油ダイボシ醤油は佐原で 1,2 を争う大きな醤油

醸造所でした。

初午祭り初午祭り初午祭り初午祭り
初午祭りとは、年に一度 2月頃に行われる初午祭りとは、年に一度 2月頃に行われる初午祭りとは、年に一度 2月頃に行われる

お稲荷さんのお祭りです。主役は近所の子お稲荷さんのお祭りです。主役は近所の子お稲荷さんのお祭りです。主役は近所の子

供たち。下仲町では、裁判所前の道にお祭供たち。下仲町では、裁判所前の道にお祭供たち。下仲町では、裁判所前の道にお祭

りの舞台となる小さな小屋を建てました。りの舞台となる小さな小屋を建てました。りの舞台となる小さな小屋を建てました。

「ダイボシの角」という言い方は、今でも通じ「ダイボシの角」という言い方は、今でも通じ

ます。ちなみにダイボシの角では、国民的アます。ちなみにダイボシの角では、国民的ア

イドル AKBの楽曲「運命の十字路」の PVがイドル AKB の楽曲「運命の十字路」の PVが

撮影されました！

初午祭りになると子供たちが旗を売って歩くんだよ。初午祭りになると子供たちが旗を売って歩くんだよ。
100 円くらいだっけな。昭和 20 年より前の話だな。100 円くらいだっけな。昭和 20 年より前の話だな。100 円くらいだっけな。昭和 20 年より前の話だな。100 円くらいだっけな。昭和 20 年より前の話だな。

2 3

「地域に根付いた小野川」をコンセプトに

5
香取街道沿いを中心として、千葉県でも有数

6

明治から昭和後期にかけての佐原のまちの

変化を「産業」「交通」「小野川・水路」

の3項目を軸に年表形式で紹介します。

昭和の佐原の少し懐かしい記憶を振り返ってみませんか―

わたしたち東京大学都市デザイン研究室佐原プロジェクトチームは、

「昭和初期から現在にかけての佐原のにぎわいと暮らしの記憶をたどる」

ことを目的に 1年間にわたって調査を行ってきました。

今回の展示は、地元のみなさんのお話や歴史資料をまとめて

明治から昭和後期の佐原の様子をご紹介するものです。

同時に、調査から見えてきた佐原の本来の魅力をもとに

わたしたちの考える「佐原のこれから」についても提案を行います。

東京大学都市デザイン研究室

佐原プロジェクトチーム

Apr. 　　     May.  　        Jun.  　         Jul. 　　      Aug.  　        Sep. 　          Oct.  　　     Nov. 　        Dec.   　      Jan.    　       Feb.   　       Mar.
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機械器具小売店

その他小売店

宿泊施設

作業所・工場

事務所・営業所

倉庫

材木屋

各種商品小売店（大型百貨店・スーパー等）

飲食店

生活サービス系（洗濯・理容・美容等）

娯楽（映画館・パチンコ店等）

地図上の分類は商店名から業種が判断できるもののみ色分けを行っています。凡 例
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1 9 7 0 年 代 身の回り品小売店

食品小売店

機械器具小売店

その他小売店

宿泊施設

作業所・工場

事務所・営業所

倉庫

材木屋

各種商品小売店（大型百貨店・スーパー等）

飲食店

生活サービス系（洗濯・理容・美容等）

娯楽（映画館・パチンコ店等）

地図上の分類は商店名から業種が判断できるもののみ色分けを行っています。凡 例

N

観光地として注目される佐原
千葉県香取市佐原は「北総の
小江戸」と呼ばれ、江戸期に利
根川水運とともに商業の町と
して栄えた。1996年に関東初
の重伝建（重要伝統的建造物
群保存地区）に指定された歴史的町並みや、佐原
の大祭（重要無形民俗文化財）を目当てに多くの
観光客が訪れる観光地となっている。

associate prof. Aya KUBOTA 
Jiewon SONG(D1)
Masaaki ANDO(M2)

Aya MATSUMOTO(M2)
Reiko OGASAWARA(M1)
Hana KASHIWABARA(M1)
Takashi KOSHIMURA(M1)

記憶でつなぐ「まちなか」づくり

佐原プロジェクトの取り組み

2012 年度活動カレンダー

1. 記憶を収集する・裏付ける 2. 記憶を共有する 3. 記憶をまちづくりに生かす

回遊性向上が課題
観光客の回遊は、街道と河
川を軸とする重伝建指定範
囲に限定される。本プロジ
ェクトは、まち全体で来訪者
を受け入れ観光の一極集
中を緩和し、市街地を活性
化させる「まちの回遊性の
向上」に取り組んできた。

記憶から場所の意味を読み解く
2012年度は「回遊性向上」を意
識しつつ、佐原のかつての賑わ
いや暮らしの様子を中心に人
々の記憶を収集し、まとめ、それ
を共有する活動を行った。蓄積
された記憶から「場所の意味」
を読み解き、まちづくりに生か
していく狙いがある。

ヒアリング調査
昭和初期の佐原を知る方々のもとにヒアリング調
査に伺い、地図や古写真を見ながら記憶を語って
もらった。集めた情報は地図上に記録していった。

「さわら昭和の記憶とくらし展」開催
それまでの調査成果を10月の秋の大祭に合わせ
展示した。3日間で380人が訪れ、地元の人、観光客
に佐原の記憶を伝えた。また、訪れた人同士が展
示を契機に自らの記憶を共有する姿も見られた。

空家の活用提案と橋詰の改修提案
川沿いの空家を地元の人のための拠点と位置づ
け活用する提案と、中心部の橋の袂で歴史を継承
しつつ必要な機能を整備する提案。前者では記憶
を伝えていくプログラムを提案に入れ、後者では
記憶から場所の意味を考察し提案の方針とした。

今後に向けて
市役所での提案発表には30名を超える人が訪れ、
多くの意見を伺うことができた。地元の人がまちへ
の思い、価値基準を議論する契機となった。また、
提案を行った空家は2013年10月頃から実際に利
用しながら活用方法を検討していくことになる。

歴史文献、商業の変遷を調査
収集した記憶を史実と対応させるため、市史等の
歴史文献の調査を行ったほか、住宅地図で店舗の
業種を分類し変遷を追った。各時代の記憶の背景
となっている事柄をまとめていった。
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下新町町内会(?)の寄付に
よって新たに造られた道。
明治２？年に造られた。

旧多古街道。
樋橋が無かったころ、忠敬橋
周辺で商売する人が、南へ向
かう時にこの街道を通ってい
たため、繁盛していた。

下新町町内会(?)の寄付に
よって新たに造られた道。
明治２？年に造られた。

その他

その頃は（江戸時代は）、商人の屋号は「○○屋○○兵衛」ってな
ってた。百姓は○○左衛門。菅井さんは「サカ屋ヨザエモン」、そ
の隣は「池田屋ゲンエモン」、私どもは「ヤマト屋サブロベエ」。商
人は、名字を名乗れないから。士農工商で一番下っ端だからな、
名前は名乗れなんだ。逆に言うと、その頃の職業がわかるよね。

堺（大阪）と一緒で、商人の自治都市だから。商人の旦那が相談し
て、自分たちの町を運営していた。

佐原は商業の町と言われるが、醤油・味噌・造船・養蚕・たばこな
どをつくっており、加工産業が盛んだった。

昔は造り酒屋も多く、米が余った時に副業的に酒を造っていた。
戦時中に米が足りなくなり、兵隊にとられて人でも不足したため
、2000石から500石くらいに生産を減らした。

諏訪神社の方から水脈があったということは、本宿より新宿の方
が造り酒屋は多かった？
－　そうでもない。酒屋らしい酒屋ではない。

じょうこう寺？の住職だった小島○○さんに聞いたところ、小野川
沿いは江戸末期には産業商人で栄えたところで、当時、伊能八家
・ながさわ家・えんじょう寺？などの商人がいた。

「げざ」をするのは、一家の跡取りの長男とされており、長男同士
が組織を組んで、超一流の山車をつくった。そうして1年に数回お
祭りがあればつながりができ、お客さんにすることができるよう
になる。この山車をつくるのにかかるお金も、協橋と同じで全員
協力で出し合うという理屈だった。

・個性としては小野川が重要だと思う。昔は生活の中に小野川が
あって生き生きしていたという話を聞くが、今はそうでもない？
－　みんなが守らなくなったから。必要がなくなったから守らな
くなった。昔はみんなが気を遣って守っていた。あとは上流の山
を削ったから。そのため水の質が変わった。

・（小野川の水質の変化は）水門を設けて水の流れを止めたから
だけでなく？
－　それだけでなくて上流の開発が関係している。今は浄化槽
を作っているから実は水はそんなに汚れてはいない。

子供のころに三輪車のトラックが走ったが、それまでは輸送手
段がなかったから大八車や船で運んでいた。道路も今のような
舗装道理ではなく砂利道だったため、佐原近辺しか行けなかっ
た。

油：昔は、農家の人が一日がかりで牛車で肥料を取りに来て、一
日がかりだった。私も知らない時代だけれど、お客の年寄りが話
してくれる。車が一般化する前、5,60年前ではないか。肥料を運
ぶのを仕事としている人達（運送屋さん）もいた。

・お祭りの位置づけ・大事さは50年経っても変わらない？
－　みんな祭りが自慢で誇りに思っている。佐原の祭りは3日間
だが、祭りが終わった翌日にはもう来年の祭りのことを考えてい
る。仲間でお酒を飲みに行っても祭りの話をする。

この前も言ったように、小野川には忠敬橋（栄え橋）しかかかっ
ていなくて、北総台地から降りてくる人全員がここ（多古街道）
を通ったから、ここが非常に賑わっていた。それが、その後道が
何本も出来たでしょ。要するに、学校橋ができればそこから本
宿に行けるでしょ。マギノ（牧野？）橋、（山村進二郎の、寺宿の
通り。）山村さんのところから八日市場の方へ向かう道、これが
寺宿の街道でしょ。これが小野川と交わるところがマギノ橋。こ
れが出来たから、ますますうちの前を通らなくなっちゃうわけ
だな。

「おぐら橋」という個人の橋。こちらが店で、向こ
う側に材木置場があって、行き来するために橋
をかけた。中橋はもともとあった橋。個人で橋を
持っているほど大きな材木屋さんだった。

昔はよ、庶民からすれば、伊能忠敬は悪党だ
った。「おれの言う事さ聞かなかったら、川の
水止めてやんぞ」ってな具合に。伊能家の中
を通したことで、伊能家が水を止めれば、田
んぼ（下新町の）が干上がっちゃうから。それ
で伊能家の中を通るだっぺ。下心がある。だ
からもともと伊能家の中を通るように設計し
てあんだよ。

荷物を積んだり人を載せたりしていた船
は、与倉屋さんのあたりまで。あそこから
、川に民家がはりつくような形になってい
て、そこが堺だったんじゃないかな。

小学校のまんまえにだし
があった。今でも同じ。

小野川に向かう方にも同じ幅の水路があっ
た。そっちに水を流さないように、小野川へ
の出口に小さな水門のようなものがあって、
水がいらなくなる農閑期のころには開いて
そっち側に水を流していた。

小野川は、昔は舟が通ってた。みんな舟で来た
ね、茨城の人とかは。
小野川で洗濯をしてる人もいた。川を使う人が
多かった。小野川で洗濯するのは川沿いの人

昔はよく小野川で遊んだ。
川の中に入って遊んでいた。その
頃は、川底は砂みたいな感じ。

私の子供の頃には洗濯をしている人はいなか
った。河川使用料を個人で県に払っていた。昭
和４０年代に道路を整備するのに川を整備し
なおした。だしは、私が小学校時代までは残っ
ていた。だしがあったから、今より川幅は狭くな
っていて、船も小さいもの、さっぱ船？みたいの
が通っていた。

川の水はもっときれいで、釣りをよくやってい
た。昔は藻がきれいに透けて見えるくらいきれ
いだった。

だしは個人で持っていたけれど、だれでも使っ
てよい感じだった。川が増水した時なんか、川
で遊んでいた子供が流されたりした。

大雨が降ると利根川の水位が上がっち
ゃって小野川の水がはけずに、このへ
んで床下浸水くらいの洪水がおきてい
た。水門を設置してからは大丈夫。

だしの管理も個人でやってい
た。道路の整備にあわせて一
気になくしてしまった。

昔は生活雑俳も直接小野川に流れて
いて、それでも水はきれいだった。

（だしは）しばらく残っていた
。占用料がたいした値段じゃ
なかったから、皆残していた。

田んぼ行くのにさ牛を乗っけてくんだよ。舟に牛
を乗っけて。みんなその時代の人達は舟ができた
のですよ。
＞手伝いで、一人だけで牛をつれて？
河口の所に広場があって牛がつながれていて、い
やだったね。草食べるのにね。
利根川の方の、ずっと下の方ですよ。その先に土
手があって、田んぼやちっちゃい小川があったの。

だいたいね、舟は一軒に一艘はあったで
すよ。牛乗っけて田んぼに行くからね。

川岸の土手、小野川の一番はずれ、利根
川の手前に、色んな人が泊まりに来た。

今鈴木屋旅館さんがよ、寺宿沿い一番は
ずれた鈴木屋旅館、あそこは昔でいえば
木賃宿だっただよ。行商人が来たから。今
でもお客はあるよ。

昔は水路がすもげんの脇からでてい
た。共栄橋の向こうからも出ていたし
。板でとめる簡単な水門のようなもの
があって、それは個人所有ではなくて
まちの排水路みたいなもの。

水路は小野川の上流をせき止
めて、支流のように作った。

福新さんの路地の奥にお稲荷様があるでし
ょ。奥津（おきつ）稲荷。奥津稲荷ってことは、
奥の方にある津ってことだよな。の、お稲荷
様ってことだよね。津ってのは、港って意味も
あるみたいだよ。船を付けられる場所とか、
川から上がれる場所。小野川がくねりながら
流れてるのはある程度昔の形を留めている
が、少しは変わってるからね。もしくは稲荷の
方が移動することもある。

忠敬さんの所と、向かいの別邸とが、庭の中
を川が抜けて行く。新宿まで来たら、下堀と
称する、駅の方へ続く。それが関戸の耕地を
潤す水だった。すぐ側の路地、菜の花の路地
。あれが「大谷津田んぼ線」だな。

菅井さんの沼の中に、お稲荷様がある。（名
前なんていったけな、いかにも田んぼを表
す名前。菅井さんの庭にあった。角の、大蔵
の菅井さん。大倉（現在の与倉や倉庫）の中
にお稲荷様がある。確か宝田稲荷っていっ
たような。

隣の道なんかはうちがひっこめて広げた。元
は三尺道。小野川から荷物を運ぶときに、大
八車が行き交い出来るように。亀村家が土
地を提供して拡幅。

それは木内旅館といって、今の千葉銀行の
場所。敷地全部。女で儲けて女で倒産した（
オフレコで）。軍役所が、今の木内薬局の隣
に道があって、その道を隣のおけまつ
(1:09:40)が広げるために内緒で道を買っち
ゃうんだな。そこに横宿の山車が置かれてい
た。その奥に佐原の役場と香取郡の郡役所
があった。大雑把には今の信用金庫の場所。
そこで役場があれば宴会、会議があってそれ
で儲かった。

仕舞いには終戦後にナラヤで物々交換をや
ったりしてね。
マツカワ下駄屋の前は何だったの？
仕舞屋だったね。料理屋だったんかな。戦争
中に無くなっちゃったな。
＞下駄屋さんというのは。
香取街道沿い、すぐ隣。川岸の角。今ない。千
葉商店（？）さんもなくなっちゃたもんね。今
テント被っているところ本屋さんだったんだ
ね、小学校の本だのなんかね。正文堂さん。

終戦後になってよ、みんな疎開していた人な
んかが、あちこち店を出すようになった。そ
したら売れなくなった。
＞周りにお店が増えてということですか？
そうそうそう。大きい、セイミヤっていうのが
、今はないけれどね。

＞その他小野川ならではの商業はある？
油：倉庫業。与倉屋とか。

昔はね、松竹館っていうね大きな映画館が
あったんだよね。そんで色んな人が来たでし
ょ、俳優さんだの歌手だの、すごい人だった。

あとは、千葉銀行とかのある横宿
通りとか。信用金庫から入ってき
た道とかが賑やかだった。そこが
一番賑わっていた。

ここの裏は芸者置き場
さんが何軒かあった。

岡：成田で空港建設をしてた頃、作業員みた
いな人が、成田から佐原演芸館へ来ていた。
映画館はかなり遅くまで残っていた。平成ま
でやっていたのでは。オデオン座は平成に
入って。オデオン座はお兄さん、弟さんが松
竹座で兄弟でやっていた。

うちのすぐ裏の道に小さな花柳界があった。
料亭というほどでもないが、小さな呑み屋が
何件かあった。昭和20年にはなくなったけ
れど、小さな赤提灯みたいなうちが１軒残っ
ていた。もうそこのうちにはいないが昭和30
年頃まではやっていた。「まるやま」さんとい
う名前。こしかけて呑む程度の呑み屋さん。

朝鮮人が威張っちゃってよ、戦争で負けたで
しょ。結構いたんですよ、本河岸渡ったところ
に。線路渡ったところに1部落あったんです

岡：川岸屋？さんという旅館、水門のす
ぐ隣の結構大きい旅館の前に船だまり
みたいなものがあって、船がたくさん止
まっていた。いまある水門の右側の道
路の所。多分そのへんに船頭さんをま
とめる所があったのではないだろうか。

＞ご主人が生まれた頃にはトラック？
油：物心ついた時には、三輪車（前輪が一
つしかないトラック）だった。小学校あが
るかあがらないか頃。44年くらい前はうち
でそういうのを使っていた。舟を使ってい
た頃は、牛車だった。昔はお客（農家）が
自分で牛車を引いて取りに来てくれる。

　当時佐原は小売りと卸しが半々で流通
の拠点だったが、一極集中が進み、流通
系統が変わってきて、卸し問屋がどんどん
潰れていってしまった。小野川沿いがメイ
ンストリートだったため、川沿いはほぼ卸
し問屋だったが

車が一般化する前、5,60年前では
ないか。肥料を運ぶのを仕事とし
ている人達（運送屋さん）もいた。

仲卸もあったというくらい。醤油屋さん
とか酒蔵もあって、江戸の頃はここで作
って高瀬舟で江戸まで送っていたはず。

＞東海さんなんかには、働き手もたくさんいた？
岡：冬になるとどっかからたくさん来ていた。多分東
北地方の方で、親戚の人とか同じ地域の人が一緒
に来ていた。10人くらいの人。子供の頃は東海さん
が遊び場だった。

・東海酒造さんが酒屋さんをやめたのはいつ？
－　廃業届を出して正式にやめたのは昭和46年。
実際につくるのをやめたのは昭和44年。

旅館も結構多かった。
ここもそうだけど、個室じゃなくて、山小
屋みたいに入れ込みだった。
＞木下旅館なんかもそうですよね。
岡：はい。

＞港があったころ、駅の周りはどんな？
岡：野っ原。田んぼと砂原と。港を埋め
立ててから、いろんなお店ができてきた
。それまで農村地帯。51号は、バイパス
ができるまでは、これ...まちの真ん中を
通っていた。
40年代後半にバイパスができた。

十字屋ぽぽができて、一気に駅前の方
が活発になった。もうひとつ、富士ビル
っていう、セイミヤの前にあるところが
一番最初だったのかな？デパートみた
いなところ。あとはナラヤ。富士ビルに
は屋上に子供たちが遊ぶ遊園地があっ
て、食堂もあったと思う。お子様ランチ
とか。そこで食べたのが初めて。今の市
長のお父さんが富士ビルを始めた、お
父さんも元市長だけど。

関戸の一部は「デハ」て呼ぶ
。出っ張ってるの意だと思う。

＜軍鶏の喧嘩＞
＞どのあたりでやっていたんですか？
浜宿のね、八坂神社の近所にね、庭が広い
から、そこでやってたんだよ。一時ね流行っ
たんですよ、千葉の方からも来るんだもん。

＞旅館だった時は、お客さんが
船できていた？
農家の人は秋にやってきてお金
の代わりにお米を支払いに置い
ていっていたと聞いている。

私の子供の頃には洗濯をしている人はいなか
った。河川使用料を個人で県に払っていた。昭った。河川使用料を個人で県に払っていた。昭

それは木内旅館といって、今の千葉銀行の
場所。敷地全部。女で儲けて女で倒産した（場所。敷地全部。女で儲けて女で倒産した（

＞呉服屋さんだった頃は、どの
へんからお客さんが来ていた？
岡：茨城の方からも佐原に買い
に来ていた。バスと船。

ここの浜宿と（下仲町）の境は道路がないの
に仕切られている。
あの住宅（カノウヤの1,2軒隣くらいの家）の
背が高いのは、お金があるというのが分かる
ように大きくしている。

＞本宿の方にも大きいデパートなんかはあ
ったんですか？
本宿にはなかったね。呉服屋なんかはあっ
たですよ。山田屋呉服屋。随分あったよね

昔はよく小野川で遊んだ。昔はよく小野川で遊んだ。昔はよく小野川で遊んだ。昔はよく小野川で遊んだ。昔はよく小野川で遊んだ。昔はよく小野川で遊んだ。

今眼医者さんになっているところも
材木屋さん。船をつかって材木屋を
やっていた。結構このへんに多い。

油：舟は運送屋さんが持ってきていた。

河口の方には旅館なんかもあった。

ここは私のうち（色川さん）の隣、フカザワさ
んという旅館屋さんで、表口は香取街道にむ
いていた。ここの花柳界とはちょっと別で、こ
のへんには大きな旅館が、この道路の向こう
の角の家も旅館、それからこの道路のうちの
並びの先にも大きな旅館があった。

＞日常の買い物をするときは、本宿よりも新宿？
そうですね、本宿も結構ねいっぱいあったですよ。
いま漬物屋が、でっかいのが閉まっちゃったんだよ

たまに香取街道を馬が通っていた。つい４
０年くらい前？（笑）荷車を引いていた。

夏になると縁日みたいにね。なんか土曜日
曜あたりにね。賑わってここらはまっぴかり
じゃ。だからね、ヤマト屋っていうまんじゅう
屋さん今つぶれちゃったけれど、あそこに縁
台出してまんじゅう焼いてた。

産業・賑わい関係

小野川関係

祭事関係

食べ物とか生活用品とか本屋さんと
か、そういったお店屋さんは香取街道
沿いの方があった。あとは、千葉銀行
とかのある横宿通りとか。信用金庫か
ら入ってきた道とかが賑やかだった。

＞やっぱり新宿の方が造り酒屋が
多かった？
そうですね。こっちは造船場、建設
省のがあったからね。昔舟作って
たのかな？今でも建設省ってのが
ありますよ。土手の・・。（利根川？

（香取街道）時計屋があった。小倉時計屋。奈
良屋の（駐車場の）跡があって、小倉時計屋
があって、今のお店があって、本屋のところが
時計屋だった。「たけお」っていう時計屋。

福新といったら佐原で知らない人はありま
せん。ナラヤは2階があって旗が立ってたん
だよ、日の丸なんか。農家のあっちのほうの
人らの子供らが来て2階に上げたん。わざわ
ざ来てね。あの頃夜店が流行ったよ。

この辺（新宿）の方が賑わっていたね。奈良
屋もあったし。呉服屋が、うちもあったし、サ
カクラヤという呉服屋。奈良屋の通りに。他
にも呉服屋が何軒もあった。
茨城の方から、歩いて買いに来る人もいた。

昔お茶畑があって、それがなまって「茶ん
か通り」。そこに旅籠がが並んでいた。

大般若経ってのがあって、それに寄付者総名
簿っていうのがついてるんですよ。それに江
戸時代の、新町が一番元気が良かった時の
寄付者の名前がずら～っと出てる。100件の
うち50件が新町だから。

下新町の場合は、石尊山のお祭りがあるから、お稲荷様を
テキトーに扱ってしまう。神事って要は懇親会だから。ここの
町内では、正月の懇親会が「オビシャ（御奉社）」。３月の10
日に金比羅様の祭。同じ月に、香取様にちょうちんを持って
お参りに行く「百万灯」ってのもある。適当に集まる行事がい
くつもあるから、稲荷様が無くても良くなってしまう。

＞そういう祭は下新町の人達だけでやるの？
そう。大山公ってのがあるから、佐原中何カ所も大山公をや
ってるところがあるでしょ。上新町の方は、三峰山の三峰公。
そんなわけで、お稲荷様のお祭りは下新町ではやらない。

新：ここには初午祭りでつくる解体した小屋も置いてあ
った。今はもう使っていない。
＞初午になると小屋を組み立ててどこに置いたのか？
新：それはこの道路（裁判所前、裁判所向かって右側）香
取街道沿いを歩いていたらお参りできるように。このこ
ろは車がなかったから、この道に小屋をつくっても邪魔
でなかった。

旅籠旅籠

映画館映画館映画館映画館映画館映画館映画館映画館

にぎやか

木内旅館木内旅館木内旅館木内旅館木内旅館
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＞呉服屋さんだった頃は、どの
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川の水質
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だしと生活だしと生活だしと生活だしと生活

小野川の洪水

生活排水→小野川生活排水→小野川生活排水→小野川

だしの管理だしの管理

舟の管理舟の管理舟の管理舟の管理舟の管理舟の管理舟の管理舟の管理舟の管理舟の管理舟の管理舟の管理

仲卸と運送屋

佐原港の前後佐原港の前後佐原港の前後佐原港の前後

旅館と舟旅館と舟旅館と舟旅館と舟
旅館

色んな人が泊まりに来た色んな人が泊まりに来た色んな人が泊まりに来た色んな人が泊まりに来た色んな人が泊まりに来た色んな人が泊まりに来た

農と小野川農と小野川農と小野川
田んぼ行くのにさ牛を乗っけてくんだよ。舟に牛

農と小野川
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農家と舟農家と舟

農家と舟
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小野川遊び小野川遊び小野川遊び小野川遊び小野川遊び小野川遊び
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時計屋

造船場造船場
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祭礼空間祭礼空間祭礼空間祭礼空間祭礼空間祭礼空間祭礼空間

本宿にも食料品店本宿にも食料品店本宿にも食料品店本宿にも食料品店
でなかった。

本宿にも食料品店
でなかった。でなかった。

本宿にも食料品店
でなかった。
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終戦の商業への影響終戦の商業への影響終戦の商業への影響終戦の商業への影響終戦の商業への影響終戦の商業への影響
終戦後になってよ、みんな疎開していた人な
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水路と伊能忠敬水路と伊能忠敬水路と伊能忠敬水路と伊能忠敬倉庫業倉庫業
小野川から大八車小野川から大八車小野川から大八車小野川から大八車小野川から大八車小野川から大八車

江戸時代の商業に関する資料江戸時代の商業に関する資料江戸時代の商業に関する資料江戸時代の商業に関する資料

下新町の稲荷下新町の稲荷下新町の稲荷

小野川の終点小野川の終点小野川の終点

大谷津田んぼ線大谷津田んぼ線

下新町の祭下新町の祭 小学校のだし小学校のだし小学校のだし小学校のだし

橋建設と多古街道橋建設と多古街道橋建設と多古街道橋建設と多古街道
小野川の変化

鈴木屋旅館

軍鶏軍鶏軍鶏軍鶏

水路の源水路の源水路の源水路の源水路の源水路の源水路の源水路の源水路の源

交通手段（牛車と舟→三輪車）交通手段（牛車と舟→三輪車）交通手段（牛車と舟→三輪車）交通手段（牛車と舟→三輪車）交通手段（牛車と舟→三輪車）

駅前の商業

旅館旅館旅館旅館

香取街道香取街道香取街道香取街道香取街道香取街道

「恵比寿講」っていうお祭りがあった。11月20日。街全体でやって
た。商人のお祭り。年に一回ずつとか買物する人は、恵比寿講の
時に買う。冬物を買うとか、お正月の準備とか。

その旗を子供がつくって、初午の日を待つ。初午の日になったら、
今度は子供ではできないから、大人に小屋を作ってもらう。町内
によってお祭りの支度は違うが、ここ（下仲町）ではシートで屋根
もかけた小さな小屋をつくった。小屋は町内の役員みたいな人
が作ってくれる。ここはお稲荷さんが石で持ってこられないから、
町内で作ってある木で作ってあるオミヤを小屋にもってきてお札
を一枚いれておく。その前に賽銭箱を置いて、初午がはじまる

金田旅館
→十字屋ポポ

繭通り

繭工場
かつて繭工場があり、繭を乾燥させ
る時に強烈な臭いを発していた。
農家が冬に繭を売るために、馬に繭
を積んだ荷車を引かせて来ていた。

た。水門を設置してからは大丈夫。た。水門を設置してからは大丈夫。
んで床下浸水くらいの洪水がおきてい
た。水門を設置してからは大丈夫。た。水門を設置してからは大丈夫。

備前屋

マルマン
発動機代理店。この辺りにここ
だけだったので、儲かっていた。

川の水はもっときれいで、釣りをよくやってい
た。昔は藻がきれいに透けて見えるくらいきれ

マルマン

川の水はもっときれいで、釣りをよくやってい
た。昔は藻がきれいに透けて見えるくらいきれ

マルマン

仕舞屋だったね。料理屋だったんかな。戦争仕舞屋だったね。料理屋だったんかな。戦争
元倉庫
萩原コータロー

菅井さんが小学校
の時にアスファルト
で舗装された。

菅井本家。
菅井さん（分家（大崎屋）
が小学校の時まで、与倉
屋倉庫は醤油蔵だった。

荷物を積んだり人を載せたりしていた船
は、与倉屋さんのあたりまで。あそこから
荷物を積んだり人を載せたりしていた船荷物を積んだり人を載せたりしていた船
は、与倉屋さんのあたりまで。あそこからは、与倉屋さんのあたりまで。あそこから

ダイボシしょうゆ
佐原の醤油は正上
、ダイボシ、・・・

＞周りにお店が増えてということですか？＞周りにお店が増えてということですか？
そうそうそう。大きい、セイミヤっていうのがそうそうそう。大きい、セイミヤっていうのが
、今はないけれどね。

したら売れなくなった。
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そうそうそう。大きい、セイミヤっていうのがそうそうそう。大きい、セイミヤっていうのが
、今はないけれどね。、今はないけれどね。

米の関所（位置情報に不安）
東京とこの地域の田んぼの所有
者を結んでいた。
菅井さんが幼稚園の時まで。
２俵半で一石。

とめる所があったのではないだろうか。

＞ご主人が生まれた頃にはトラック？
油：物心ついた時には、三輪車（前輪が一

交通手段（牛車と舟→三輪車）交通手段（牛車と舟→三輪車）交通手段（牛車と舟→三輪車）

とめる所があったのではないだろうか。

＞ご主人が生まれた頃にはトラック？
油：物心ついた時には、三輪車（前輪が一

交通手段（牛車と舟→三輪車）交通手段（牛車と舟→三輪車）

池田屋の青果市場
池田屋の敷地だった。
（1971地図参照）

鈴木自慢焼き
（位置は不確か）

木材商亀村

金田屋旅館は、昭和
のはじめに自動車を
所有していた。

ゃって小野川の水がはけずに、このへゃって小野川の水がはけずに、このへ
んで床下浸水くらいの洪水がおきていんで床下浸水くらいの洪水がおきてい
た。水門を設置してからは大丈夫。た。水門を設置してからは大丈夫。

備前屋備前屋んで床下浸水くらいの洪水がおきてい備前屋んで床下浸水くらいの洪水がおきていんで床下浸水くらいの洪水がおきてい備前屋んで床下浸水くらいの洪水がおきてい
た。水門を設置してからは大丈夫。

備前屋
た。水門を設置してからは大丈夫。た。水門を設置してからは大丈夫。

備前屋
た。水門を設置してからは大丈夫。

ゃって小野川の水がはけずに、このへゃって小野川の水がはけずに、このへ
んで床下浸水くらいの洪水がおきていんで床下浸水くらいの洪水がおきてい
た。水門を設置してからは大丈夫。た。水門を設置してからは大丈夫。

備前屋んで床下浸水くらいの洪水がおきてい備前屋んで床下浸水くらいの洪水がおきていんで床下浸水くらいの洪水がおきてい備前屋んで床下浸水くらいの洪水がおきてい
た。水門を設置してからは大丈夫。

備前屋
た。水門を設置してからは大丈夫。

備前屋
た。水門を設置してからは大丈夫。

備前屋
た。水門を設置してからは大丈夫。

水路・水門・排水水路・水門・排水水路・水門・排水水路・水門・排水
井上材木店の
材木置き場

金子さん
青物屋→くず屋

風呂・洗濯等、S.10頃は
水がきれいだった。

昭和30年頃には、洗濯
等はしなかった、障子を
洗うくらい

農薬が流れるようになって
から、水が汚くなったので
はないか

材木屋材木屋

コウジマ商店
昔荒物問屋(1971)

近久旅館_S.40_近久旅館なん
かには、富山の薬売りが滞在し
てましたよ。

うちなんか昔の写真見
ると、正月に味噌ダルを
家の前に、初荷って言っ
て40kgの樽を積んであ
ったんですよ。

＞小野川の水門が出来て、魚がいなくなった？
良く言うのは、笹川の、小見川のもっと向こうの土
地の水門、汐留水門ってのが出来て、減ったって
言いますね。

川を堰止めしてね、石ころと
かで。正上さんの前辺りで、
堰止めしてね、それで魚を採
ったりしてましたね。
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さわら昭和の記憶とくらし展 空家活用と橋詰空間の提案

新メンバー加入

秋の大祭に合わせ築 90 年以上
の蔵をお借りして展示会を開催。

市役所で提案を発表し参加
者から多くの意見を伺う。

ヒアリング調査
・文献調査など

提案場所の現況
・歴史の調査

発表に向け模型等作成 報告書
執筆中5 月 7月 9月

ヒアリングの情報を地図上に記録

商業の変遷を分析

記憶をまとめる

記憶の共有
記憶の収集

愛着増進
の
サイクル

場所の意味
を

読み解く

▲荷揚げのための石段「だし」が多数見られる（中橋から下流側の眺め）

▲小野川橋

▲現在の中橋から下流側の眺め

▲各屋敷の上米が高く積み上げられた（上州屋前にて）▲河岸に並べられたすいか

▲立てかけられた材木（昭和初期の小倉材木店）

▲新橋と青物市場（昭和 17 年の洪水時）

舟運がもたらした小野川の賑わい
　小野川沿いは利根川の本流が佐原側に移ると小野川沿い
に米問屋や醸造業を営む店が増えた。周辺から物資を集め
江戸に運び、江戸から呉服や砂糖、塩等の日常品を運び周
辺に売っていた。小野川沿いは多くの舟が行き交った。

　佐原でしのぎを削っていた水運機関である水郷遊覧船、東京
通運、鹿島参宮、北浦汽船が合併し、昭和 6年（1931）に水郷汽船
が発足した。「さつき丸」や「あやめ丸」が土浦、潮来、佐原、鹿島
を行き交い多くの観光客を運んだという。しかし、明治 31 年
（1898）に佐原まで延伸していた成田線は昭和 8年（1933）に松
岸まで延伸し、観光船は衰微の道をたどっていった。

一軒に一つ存在していた荷揚げ空間「だし」

水郷の観光

頻発する洪水

『佐原の町並み資料集成』（佐原市、2004 年）から『千葉縣佐原町鳥瞰』（昭和 5年）を利用 戦前の小野川

　小野川河口には跳上式の橋と
洪水時に利根川からの水の逆流
を防ぐ逆水門扉を備えた小野川
橋が大正 13 年（1924）から存在
していたが、小野川沿いは頻繁
に水害を受けていた。

オデオン座

佐原演芸館

サカモト座

元・荘厳寺

旧役所

木内旅館

松川屋

昔の花街

銀座通り
昭和3,40 年代には
とても賑わった通りで、
仮装パレードが開かれたり
もしていました。

与倉屋倉庫 小野川の終着点

昔の花街
深澤旅館

元・お寺

新道・学校橋

利根川へ↑

小野川

香取街道

茶花通り
呑み屋さんで賑わっていた路地です。

セイミヤ

　オート三輪「みずしま」

木材商亀村

小倉材木店
材木置場

農家の牛たち ...

石尊山

→十字屋ポポ

佐原港
昭和26 (1951) 年に開港。その後わ

ずか 20年で閉じてしまった港。

当時、周り一体は何もなく、

野っ原と田んぼが広がっていました。

正上醤油醸造所

佐原小学校
とても大きな小学校です。

佐原の人はおじいちゃんたちも

皆ここに通っていました。

銭湯の煙突が残ってます！

今の裁判所の場所です。

今も名残が感じられます。

金田旅館

兜印醤油醸造所

旅館の裏門が残ってます！

佐原の諏訪上に移転しました。

市で始めての歩行者天国が行われた銀座通り 仮装行列での一枚 毎年８月に行われる商店まつりで賑わう横宿通り

駅前の金田楼 市役所近くの木内楼

小野川の風景 香取街道

150 坪もある川岸屋旅館

富士ビル

小野川沿いには材木屋が

たくさんありました。

出典：『ふるさとの想い出写真集』

　　　『写真集  利根川高瀬舟』

　　　『市制 40年の歩み佐原あの日あの時』

　　　『町並み資料集成』

佐原駅

石尊山からみえる与倉屋倉庫

横宿通り

今も残っている清見屋の建物と看板

凡例：

今も感じられる昔の名残

今も残っている、パブやスナック

のたくさん入っている建物です。

新宿側の香取街道の光景

ポンポン船

昭和36 (1961) 年  佐原の駅前

忠敬橋

お話いただいた中で、資料で確認できた話

小倉材木店

昭和35 (1960) 年頃　水郷でのピクニック

大雨の被害を受ける小野川

－ －

ダイボシ醤油
ダイボシ醤油は佐原で 1,2 を争う大きな醤油

醸造所でした。

初午祭り

駅前デパート

横宿通りと銀座通り

昭和3,40 年代。

駅前には大きなデパートがいくつもあり、遠くからもたくさんの人がやってきました。

小野川はもっときれいで水遊びをする子供たちもいました。

４月からの半年間、50代から 80代のおよそ 10名の方々にお話を伺ってきました。

皆さんのお話を基に、昭和の始めから後期までの、佐原の賑わいの記憶をまとめています。

佐原はこれだけの賑わいや外から来るたくさんの人々を受けとめてきました。

香取街道と小野川
佐原は香取街道と小野川という十字の軸に沿って発展したまちです。小野川沿いの道は、河岸通りと呼ばれました。

小倉橋
いまの共栄橋は、昔は小倉橋と呼ばれていました。

材木屋を営む小倉さんが橋の向こうの店舗と材木置場を

結ぶために架けた私有の橋だからです。

観音堂
下仲町の観音堂です。集会所と、近くにあった

観音様を祀る場所とを兼ねています。

線路の北側

佐原と旅館

奈良屋呉服店

今もあるとても大きな蔵です！

乾繭工場

川岸屋
小野川を利根川まで遡ると、川岸屋という

大きな旅館があります。

佐原にはたくさんの旅館がありました。ほとんどが佐原にきた商人が泊まっていく

商人宿です。中でも、利根川沿いにある川岸屋、旧役所の近くの木内旅館、駅前の

金田旅館はとても大きく、佐原の人達も宴会などで利用していました。

佐原の駅前といえば、３つのデパートが競合す

る繁華街でした。

十字屋ポポ、富士ビル、セイミヤ。一番最初に

できた富士ビルの屋上は小さな遊園地のように

なっていて、そこに連れて行ってもらうのが当

時の子供たちにとって、日曜日のおでかけの楽

しみでした。

この二つの通りは、昭和中期の佐原で最も賑わって

いた通りです。商店まつりや仮装行列が行われてい

ました。
昭和の初め頃には、佐原には３つの映

画館がありました。オデオン座、サカ

モト座、松川屋です。それも、各映画

館の間の距離は 200m足らず ... そんな

狭い範囲に３つも映画館があるくらい、

とても賑わったまちでした。

映画館

柏屋もなか店

川岸屋では、佐原の旦那衆が集ま

り、大祭の話し合いが行われてい

ました。佐原は色んな所からたく

さんの人が訪れる、商業の中心的

な場所でした。

小野川沿いには、舟運により栄えた卸

しのお店が、香取街道沿いには荒物屋、

本屋、呉服屋など生活に根付いたお店

が多く立地していました。元々競争が

激しく入れ替わりも多い佐原ですが、

戦後以降、経済のしくみが変わり、多

くの卸売店は店を閉じてしまいました。

今でも佐原土産として人気です！

初午祭りとは、年に一度 2月頃に行われる

お稲荷さんのお祭りです。主役は近所の子

供たち。下仲町では、裁判所前の道にお祭

りの舞台となる小さな小屋を建てました。

奈良屋呉服店は京都に本店がある大き

な呉服屋さんです。茨城からも奈良屋

に来るために人がやってきました。

15年程前まで、佐原駅の近くに

は大きな乾繭工場がありました。

工場の大きな煙突は、佐原のラン

ドマークともなっていました。

「ダイボシの角」という言い方は、今でも通じ

ます。ちなみにダイボシの角では、国民的ア

イドル AKBの楽曲「運命の十字路」の PVが

撮影されました！

現在ある観音堂も、小さい建物なのに、トイレ・

台所のついた生活可能な場所になっています。

昭和の初めにオープンしたもなか屋さ

んは、いつも行列を作っていました。

JR（当時の国鉄）の線路より北

側には、昔は田んぼが大きく広

がっていました。

0m 50m 100m 200m

古写真のスライドショーも実施

川沿いの記憶をまとめたパネル

元・お寺元・お寺

正上醤油醸造所
旅館の裏門が残ってます！旅館の裏門が残ってます！旅館の裏門が残ってます！

現在ある観音堂も、小さい建物なのに、トイレ・現在ある観音堂も、小さい建物なのに、トイレ・現在ある観音堂も、小さい建物なのに、トイレ・

台所のついた生活可能な場所になっています。台所のついた生活可能な場所になっています。台所のついた生活可能な場所になっています。まちなかの聞書き地図

パネル展示の様子

空間デザイン

N

0m     　1m　      2m 　　　        4m 　　  　         6m

小野川へ面した開口

裏庭への見通し

路地への入り口

路地裏のニッチ
1

1

2

3

2

佐原地区での伝統的建築物の保存では、内部空間まで保存・復元されて

いる事例は少なく、旧飯田家の改修にあたっては、町屋の内部空間を継

承していくという点がポイントとなる。一方で、以下に示すように、周

囲の環境をうまく取り込むことや、旧飯田家ならではの空間構成を生か

す工夫も必要だ。

観光客もよく通る小野川沿いの道。気軽に入りやすいよう、店前の

空間と土間を一体的にデザインしたり、看板等の滲み出しをつくっ

たりといった工夫ができる。

小さな家屋ではあるが、縦長の空間を生かし、奥まで見通せるように

することで、広がりを感じさせる。

路地へ入ってみたくなるようなデザインを用いることで、回遊

性の向上が期待できる。

3

4

5

4

裏庭5

町屋空間の継承

【事例】サインや明かりを

用いて、人々を路地へ誘

導する柳小路（京都市）。

2
小さな庭だが、路地側を開くと、広がりのある空間となる。開放

して、庭を楽しんでもらったり、子供達が遊んだりと、住民のた

めの空間とする。

旧飯田家の路地に向いた側面につくる２つの窪み（ニッチ）と１

つの飾り棚。人通りの少ない所に向いた面ではあるが、様々な利

用方法が考えられる。具体的な利用方法については、次ページで

紹介する。

照明や植栽による路地空間の演出も合わせて行う。

伝統的な町屋に

合わせた照明

暮らしを感じさせる

植物

中庭に開けた縁側は住民・子供達の居場所として。

17

川沿いの空家

中心部の橋の袂




